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　狭山市の遺跡は、市域中央を貫流する入間川に沿う形で、左右両岸の台地上に多く所在します。これら

の遺跡は、当時の人々の生活を知る上で大変貴重なものであり、狭山市内の埋蔵文化財包蔵地内で開発事

業が行われる場合、事前に発掘調査が実施され、記録・保存されます。

　本報告書は、平成元年度から平成 2 年度にかけて、上広瀬土地区画整理事業に伴って行われた、奈良・

平安時代の遺跡の発掘調査の成果報告書です。

　この成果が、当地域の研究と埋蔵文化財発掘調査に対する理解を深めるとともに、市民の皆様の生涯学

習に資するものになれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査においてご理解いただいた関係各氏、また、献身的に調査に従事し、報

告書刊行までご協力いただいた協力員の方々に厚く御礼申し上げます。

狭 山 市 教 育 委 員 会 　

教育長　　松本　晴夫　

平成 28 年 1 月 18 日



例　言
１　本書は狭山市大字上広瀬地内所在の今宿・霞ヶ丘遺跡 2 次調査の報告書である。

２　本書で報告する今宿・霞ヶ丘遺跡は、上広瀬土地区画整理事業に伴う発掘調査である。狭山市遺跡調

　査会が発掘調査を、狭山市教育委員会が整理作業を実施した。費用は全て狭山市が負担した。

３　発掘調査届に対する埼玉県教育委員会の通知受理番号と調査原因は、以下のとおりである。

　　今宿遺跡第 2 次調査：平成 2 年 4 月 19 日付　委保第 5 の 2024 号　区画整理

４　発掘調査期間及び整理・報告書作成期間・担当者は、以下のとおりである。

　　発掘調査期間：平成元年 8 月 8 日～平成 2 年 5 月 31 日　小淵良樹

　　整理・報告書作成：平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 1 月 18 日　安井智幸

５　図版の作成と出土品の整理は安井が担当し、補助として名雲教子、橋本弓子が参加した。

６　本書の執筆は、第 2 章の２を三ツ木が行い、その他を安井が行った。

７　本書の編集は、狭山市教育委員会が行った。

８　下記の諸氏並びに諸機関から御教示・御協力を賜った。厚く感謝の意を表する（敬称略、五十音順）。

　　加藤恭朗　田中広明　富元久美子　根本 靖　平野寛之　公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課

例　言

凡　例
１　挿図の縮尺は、調査区全測図・遺構図は 1/60、各遺物実測図は 1/3 とした。また、各挿図にスケー

　ルを付した。

２　調査区は、狭山市作成の「上広瀬土地区画整理事業新旧対照図」を基に位置表示をした。グリッドは、

　平面直角座標系の 09/S145W397/5070 を基点として、10m 単位で設定した。

３　遺構平面図の方位は、座標北を示し、遺構断面図の水糸レベルは、海抜高を示す。

４　遺構の表記記号は、竪穴住居跡：SJ、掘立柱建物跡：SB、土壙：SK、溝跡：SD とした。

５　土層註は、まず主体となる土質を示し、次に混入する土質を示した。混入の割合の表現は、農林省農

　林水産技術会議事務局編集『新版 標準土色帳』に準拠した。

６　出土遺物の位置を示すために、住居跡を主軸方位の線とその中心点で直角に交わる線を基準におよそ

　４分割し、主体となるカマドの右側に当たる区画を第１区、以下時計回りに第２・３・４区と表記した。

７　遺物観察表における口径・底径・内底径・器高の単位は cm とした。推定値となる場合は（　）内に

　示した。色調の記載は、農林省農林水産技術会議事務局編集『新版 標準土色帳』に準拠した。胎土は

　肉眼で観察できるものを示し、焼成は良好・普通・不良の 3 段階に分けた。残存率は図示した器形に

　対し 5％単位で示したが、20％以下で特徴を示し難いものは「破片」として処理した。

８　本報告書に掲載した出土品は、狭山市教育委員会で保管している。
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　昭和 62 年３月３日、上広瀬土地区画整理事業施行区域の都市計画が決定・告示された。

　その後、同７月７日付けで狭山市長より埼玉県（以下、県）教育長宛に発掘通知が提出されたことを受

け、狭山市（以下、市）教育委員会が同地内３箇所を選定し確認調査を行ったところ、住居跡１軒、土壙

８基、溝２条を検出した。

　市教育委員会が発掘通知にこの結果を添えて県教育長へ進達した結果、市は発掘調査の実施を指示され

た。これを受け、平成元年４月 11 日に区画整理事務所と社会教育課が協議を行った結果、調査会を設置

して発掘調査に当たることとなり、同 4 月 18 日、狭山市今宿遺跡調査会が発足した。調査会は発足後、

県教育委員会宛に文化財保護法第 57 条の１により発掘調査届を提出した。

　その後、区画整理事務所と調査会の協議の中で、当時の体制で調査は 5 年以上を要すると判断された

ため、区画整理事業計画に従って発掘調査業務が実施されるよう、平成 6 年 3 月 31 日を期限とした委託

業務に関する協定書が締結された。そして平成元年 8 月 8 日、平成元年度の委託契約が締結されたこと

を受け、調査会は同日に現地調査を開始した。

１　調査の概要

（１）発掘調査に至る経過

（２）発掘調査の組織

　ア　発掘調査（平成元～２年度）

　　　　主体者　　狭山市遺跡調査会　　会　長　　　武井 富雄　（狭山市教育委員会教育長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理　事　　　安津 和夫　（狭山市教育委員会教育次長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤 勝治　（狭山市文化財保護審議会委員長）

　　　　事務担当　　　　　　　　　　　事務局長　　大澤 晋平　（狭山市教育委員会社会教育課長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務担当　　伊藤 　清　（　同　文化財係長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小淵 良樹　（　同　文化財係）

　　　　調査担当　　　　　　　　　　　　　　　　　小淵 良樹　（　同　文化財係）

　　イ　報告書作成（平成 27 年度）

　　　　主体者　　狭山市教育委員会　　教育長　　　松本 晴夫

　　　　　　　　　　生涯学習部　　　　部　長　　　小澤 一巳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　長　　　増田 圭司

　　　　担当課　　　　社会教育課　　　課　長　　　大寺 宏之

遺　跡　名 所　在　地 調査面積 時　代

今宿・霞ヶ丘遺跡

第２次調査
（県遺跡番号 22-002・004）

狭山市大字上広瀬
581-1 外（広瀬台 1 丁目）

13,261.9㎡ 奈良・平安
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　　　　　　　　　　　　文化財担当　　主　査　　　石塚 和則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　小淵 良樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　査　　　大谷 武志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　任　　　安井 智幸

　　　　報告書作成担当　　　　　　　　　　　　　　安井 智幸

　調査は平成元年 8 月 8 日から開始し、平成 2 年 5 月 31 日に終了した。経過は以下のとおりである。

平成元年 8 月 8 日（火）

　機材搬入。作業開始。人力による遺構確認作業。

８月 17 日（木）～平成２年１月４日（木）

　上広瀬古墳群（狭山市文化財報告第 24 集『上広瀬古墳群』）調査開始のため、中断。

3 月 7 日（水）

　SJ55・SJ56 遺構完掘、写真撮影。平面図作成及びカマドの掘削開始。

3 月 8 日（木）

　SJ52・SJ53 遺構完掘、写真撮影。平面図作成及びカマドの掘削開始。

3 月 14 日（水）

　SJ49・SJ50・SJ51 遺構完掘、写真撮影。平面図作成及びカマドの掘削開始。

3 月 19 日（月）

　SJ55・SJ56 カマド掘り上げ、写真撮影。

4 月 10 日（火）

　SJ51 のカマド完掘、写真撮影。平面図作成。

4 月 19 日（木）

　SD4 完掘、写真撮影。平面図作成開始。

4 月 20 日（金）

　SJ49・SJ50・SJ52・SJ53 のカマド完掘、写真撮影。平面図作成。SD3・SK 群完掘、写真撮影。

4 月 23 日（月）

　SK 群残りを完掘、写真撮影。平面図作成開始。

4 月 27 日（金）～ 5 月 2 日（水）

　SB1 セクション図作成開始。経過写真撮影。

5 月 7 日（月）

　SB1 完掘、写真撮影。平面図作成開始。

5 月 31 日（木）

　機材撤収。現地調査終了。

（３）発掘調査の経過
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　狭山市は、市域中央を貫流する入間川によって分断された、入間台地と武蔵野台地の境に立地する。

　入間川は外秩父山地を水源とする名栗川と、青梅市に水源を持つ成木川が加治丘陵で合流して形成され

た河川で、比企丘陵入間台地を開析する都幾川・槻川・高麗川・越辺川・小畦川を束ねて荒川に接続し、

市域から始まり荒川接続点周辺にいたる地域までの巨大な沖積平野を形成する。

　沖積平野に繋がる、市域の最も低い沖積面の両側には、河岸段丘が見られる。段丘の内最も低い面は立

川面、最も高い面は下末吉面であり、その中間に武蔵野面が存在する。

　市域の最高点は、稲荷山公園南方の航空自衛隊基地内にあり、海抜高は約 100m である。高度は北東

に行くに従って下がり、青柳北方の川越市と隣接する地点で最も低くなり、海抜高は約 29m になる。

　市域の地下構造は、下末吉・武蔵野・立川のそれぞれの名を冠した礫層の上にさらに各名のローム層が

乗る形になっている。下末吉・武蔵野ローム層は立川ローム層によって覆われているため、通常は露出し

ていない。

　下末吉ローム層は、下末吉面から武蔵野面へ遷移する場所である、鵜ノ木周辺の崖地で観察が可能であ

る。黄褐色から橙茶色の色調で、粘土化の進んだ柔らかいロームである。厚さは 3 ～ 4m で、一般的に

は輝石と角閃石および木曽御岳火山から噴出した Pm-1 が含まれる層であるが、市域では現在のところ確

認されていない。

　武蔵野ローム層は、下末吉面または武蔵野面から立川面に遷移する場所で観察される。乾燥し易く暗茶

褐色を呈し、最下部より 10 ～ 20cm 位に箱根火山から噴出した火山灰層である、東京軽石層が存在する。

輝石を多く含み、層上部に行くに従ってカンラン石が増える。

　立川ローム層は市域全体を 1 ～ 2m 程度覆う層で、乾燥すると暗赤褐色～暗黄褐色を呈する。カンラ

ン石・輝石を含むこの層の上部に遺構が存在するため、市域の発掘調査における遺構確認面の大多数は立

川ローム層に設定されている。

　市域の北側となる左岸は武蔵野・立川面の二段、南側となる右岸は、これに下末吉面を加えた三段の河

岸段丘を形成している。奈良・平安時代の市内遺跡は市域の河川の中でも入間川を中心にして分布するも

のが多い。

　入間川左岸は、武蔵野台地の一部である入間台地に属し、北から宮ノ越遺跡、城ノ越遺跡、御所の内遺

跡、小山ノ上遺跡、鳥ノ上遺跡、富士塚遺跡、森ノ上遺跡と存在し、若干離れて今宿遺跡、上広瀬古墳群、

金井上遺跡、宮地遺跡、東八木窯跡群等が連綿と帯状に続く。これら一連の遺跡群は時代が下るにつれて

下流から上流へと形成されていく傾向がある。

　入間川右岸は、武蔵野台地に属する旧多摩川の隆起扇状地で、北から稲荷上遺跡、揚櫨木遺跡、坂上遺

跡、戸張遺跡、中原遺跡、峰遺跡、滝祗園遺跡等が左岸の遺跡群に対峙する形で集落を形成する。これら

右岸の遺跡群は地下水脈が深く、湧水地点の周辺に、集中的に集落が形成される傾向がある。

２　遺跡の立地と環境

（１）地理的環境
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第 1 図　狭山市遺跡分布図
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　狭山市内遺跡一覧（括弧内は県遺跡番号）

１　東八木窯跡群（22049）奈・平

２　八木遺跡（22068）縄（前・中）、奈・平

３　八木北遺跡（22021）奈・平

４　八木上遺跡（22022）縄（前・中）、奈・平

５　沢口上古墳群（22020）古（後）

６　笹井古墳群（22019）古（後）

７　沢口遺跡（22080）縄（早～中）、古、奈・平

８　宮地遺跡（22018）縄（中）、奈・平

９　金井遺跡（22071）中

10　金井上遺跡（22023）縄（草・前）、奈・平、中

11　上広瀬上ノ原遺跡（22005）縄（草）、奈・平

12　霞ヶ丘遺跡（22004）縄（中）、奈・平

13　今宿遺跡（22002）縄（早～中）、奈・平

14　上広瀬古墳群（22001）古（後）

15　森ノ上西遺跡（22008）先

16　森ノ上遺跡（22008）縄（中・後）、奈・平

17　富士塚遺跡（22009）縄（中）、奈・平

18　鳥ノ上遺跡（22010）奈・平

19　小山ノ上遺跡（22011）縄（中・後）、古～中

20　御所の内遺跡（22012）奈・平

21　英遺跡（22074）奈・平、中

22　城ノ越遺跡（22013）縄（前・中）、奈・平、中

23　宮ノ越遺跡（22016）縄（前・中）、奈・平

24　字尻遺跡（22075）縄（前～後）、奈・平

25　丸山遺跡（22037）縄（早・前～後）奈・平

26　金井林遺跡（22035）縄（前～後）

27　鶴田遺跡（22044）縄（前・中）

28　上ノ原東遺跡（22065）奈・平

29　上ノ原西遺跡（22063）縄（中）

30　半貫山遺跡（22061）中

31　稲荷山遺跡（22058）縄（後）

32　前山遺跡（22059）縄（中）

33　高根遺跡（22062）縄（早・中・後）

34　町久保遺跡（22034）縄（中）、奈・平、中

35　宮原遺跡（22017）縄（前～後）

36　下双木遺跡（22078）縄（草）

37　上双木遺跡（22077）縄（中・後）、奈・平

38　上広瀬西久保遺跡（22073）奈・平

39　西久保遺跡（22069）先、縄（草）、奈・平

40　東久保遺跡（22070）先

41　上諏訪遺跡（22086）縄（中・後）、奈・平

42　滝祗園遺跡（22066）縄（草～後）、古、奈・平

43　峰遺跡（22024）縄（中・後）、奈・平

44　戸張遺跡（22026）縄（前・中）、奈・平

45　揚櫨木遺跡（22027）縄（前・中）、奈・平

46　坂上遺跡（22029）縄（中）、奈・平

47　稲荷上遺跡（22032）縄（前・中）、奈・平

48　上中原遺跡（22025）先

49　中原遺跡（22025）縄（早～後）、奈・平

50　沢台遺跡（22079）縄（中）、奈・平

51　沢久保遺跡（22041）縄（中）

52　下向沢遺跡（22042）縄（中・後）、奈・平

53　吉原遺跡（22067）縄（前）

54　下向遺跡（22085）縄（前～後）

55　台遺跡（22084）縄（前～後）

56　稲荷山公園古墳群（22052）古（後）

57　稲荷山公園遺跡（22051）縄（中）

58　石無坂遺跡（22083）縄（中）奈・平

59　富士見西遺跡（22082）縄（中）、奈・平

60　富士見北遺跡（22072）縄（前・中）、奈・平

61　富士見南遺跡（22081）縄（中）

62　町屋道遺跡（22088）縄（前～後）、奈・平

63　七曲井（22046）中

64　堀兼之井（22047）中

65　八軒家の井（22076）中

66　八木前遺跡（22087）縄（前・後）

67　堀難井遺跡（22089）中
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　先土器時代の遺跡としては、平成２年度から平成３年度にかけて（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団が

首都圏中央連絡自動車道建設に伴って実施した西久保遺跡（39）発掘調査において、先土器時代の石器

製作跡が多数発見され、当市における当該期の一端が明らかとなった。狭山市遺跡調査会でも、平成６年

度に同遺跡の発掘調査を行っており、武蔵野台地第４層下部の良好な資料を得ている。また、宮地遺跡（8）

では細石刃、細石核が表採されている（城近他 1972）。

　縄文時代の遺跡は、大略草創期から後期後半までが確認されている。概観すると、前期黒浜期に集落の

明確化、遺跡数の増加等、大きな動きが認められるが、数的には中期中葉から後葉のものが大勢を占めて

おり、この時期偏差が市内の縄文遺跡を特徴づけている。過去の調査事例もこの時期に集中する。

　市内遺跡は、表面採集資料による時期決定も含めてであるが、縄文時代中期には遺跡数が 39 箇所と急

増し市内遺跡全体の 60％を超え、遺跡数の増加、集落規模の拡大が顕著となる。しかしながら、中期終

末から後期初頭では、周辺地域にも認められるように集落規模は急速に縮小する。入間川左岸においては、

森ノ上遺跡（16）の他、宮地遺跡、字尻遺跡（24）、右岸では揚櫨木遺跡（45）等、中期末から後期初

頭の柄鏡形住居跡が数軒単位で検出されるにとどまり、市内各地で集落の縮小、住居軒数の急激な減少が

看取できる。柄鏡形住居跡は、周辺の入間市・飯能市・日高市でも多くの検出例があり、県内でも入間地

方は本種遺構の分布密度が濃いことで知られている。ただし、森ノ上遺跡や字尻遺跡のように当該期のみ

に限定された集落は稀有な存在と言えよう。なお、入間川左岸に立地する今宿遺跡（13）では、中期末

の張出部を持たない径３m 前後の小型住居跡が確認されている。本種住居跡は、日高市宿東遺跡でも検

出例があり、系統や柄鏡形住居跡との共存関係等、興味深い問題が提起されている（渡辺 1998）。

　縄文時代晩期から弥生時代にかけての遺構・遺物の確認例は非常に少なく、森ノ上遺跡で土壙中より弥

生時代後期から古墳時代前期と考えられる土器が一点報告されているのみである（安井 2005）。

　古墳時代の遺跡は、沢口上古墳群（５）、笹井古墳群（６）、上広瀬古墳群（14）、稲荷山公園古墳群（56）

と滝祗園遺跡（42）が所在する。現在までに調査が実施されたのは笹井古墳群、上広瀬古墳群で、７世

紀後半のものと考えられる。笹井古墳群は石室の構造が特異なため、奈良時代以降の墳墓の可能性もあ

る。当該期の集落遺跡には滝祗園遺跡があり、鬼高期に近い時代の土師器甕や坏が出土している（小淵他

1983）。

　奈良・平安時代の集落は、入間川左岸に帯状に 23 遺跡あり、右岸は久保・不老川流域のものを含めて

14 遺跡存在し、住居跡や掘立柱建物跡等の遺構群が検出されている。これら遺構群は、出土遺物を基に

時代推定が行われ、8 世紀初頭から 10 世紀末までの間、1 世紀を四半期に分割した大略 12 期に分類し

て報告されている。市域の集落は、高麗郡が建郡された霊亀２年（716 年）よりやや時代の下った 8 世

紀中頃から形成され、その後 9 世紀第 2 四半期ごろにピークを迎えた後、次第に数を減らしていく傾向

にある。

　8 世紀第 1・2 四半期に、入間川両岸にある宮ノ越遺跡（23）、森ノ上遺跡、小山ノ上遺跡（19）、揚櫨

木遺跡が形成され始めているが、他期に比べて検出されている遺構・遺物数が少ないため不明な点が多い。

指標になっているのは須恵器坏で、特に底部の調整技法が観察できる物の内、回転糸切離し後に丁寧に底

部前面～体部下位がヘラで調整された、底径と口径の差があまり無く、器高が低いものが当該期に位置づ

（２）歴史的環境
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けられている。他期の須恵器坏に比べて口径が大きいものが多く、宮地遺跡第 16 号住居跡及び宮ノ越遺

跡第 31・32・56 号住居跡出土遺物が主な指標になる。また、それより僅かに時代が下る宮地遺跡第 32

号住居跡出土遺物も底径の縮小という新要素と並行する点から遷移期の指標としている。なお、これに後

続する宮ノ越遺跡第 29・58 号住居跡出土遺物を酒井清治氏は国分寺創建事業が終わる時期に充てている。

　若干時代が下る 8 世紀後半に分類される遺構は、基準とする須恵器の編年がやや不明瞭なために分類

されている遺構・遺物の数量が少ないが、当該期に含まれるものが前後に分類されている可能性も否定で

きない。指標にしているのは小谷 B1 号窯（比企郡鳩山町）出土遺物で、口径・底径共に前期より縮小し、

底部の周辺回転ヘラ削り・手持ち周辺ヘラ削りが主体となる。これに後続するのは将軍沢 2-B-2・C-3 号

窯（比企郡鳩山町）製品だが、市内遺跡における南比企産の個体数が少ないため、直接これに繋げてはい

ない。

　9 世紀前半の指標になっているのは、森ノ上遺跡第 11・18 号住居跡出土遺物で、須恵器坏底部の調整

が全面ではなく周辺部のみ施されている。器高は前期よりやや高くなり、口径・底径は縮小する傾向にあ

る。縮小傾向は口径より底径においてより顕著に見られるため、底径と口径の差が大きくなる。当該期の

遺構は入間川左岸の宮ノ越遺跡、城ノ越遺跡（22）、上広瀬上ノ原遺跡（11）、小山ノ上遺跡、森ノ上遺跡、

宮地遺跡に見られる。

　9 世紀中頃に、入間川左岸では宮ノ越遺跡から城ノ越遺跡、御所の内遺跡（20）、小山ノ上遺跡、森ノ

上遺跡、上広瀬上ノ原遺跡、霞ヶ丘遺跡（12）、今宿遺跡、金井上遺跡（10）、宮地遺跡へと連続して集

落が形成され、右岸でも稲荷上遺跡（47）、揚櫨木遺跡、峰遺跡（43）、戸張遺跡（44）、中原遺跡（49）、

滝祗園遺跡と、やはり帯状に集落が形成されている。この頃に見られる人口の増加とそれに伴う東金子窯

跡群製品の普及は、承和 12 年（845 年）に開始された国分寺の再建に連動していると考えられ、当該期

の市域の集落は、これに関係する人々のものである可能性が指摘されている。

　9 世紀後半になると住居数は減少するが、入間川両岸の遺構密度の低下が見られる一方、集落形成範囲

の縮小はほとんど見られない。当該期の遺構は、宮ノ越遺跡、城ノ越遺跡、小山ノ上遺跡、今宿遺跡、稲

荷上遺跡、揚櫨木遺跡、戸張遺跡、中原遺跡に見られ、新久 A-1・2 窯から D-1・3 窯（入間市）の東金

子系須恵器が出土する。約半数は還元焔による焼成が行われていない土師質須恵器の坏や埦が出現し始め、

還元焔によって須恵器を焼成するための諸環境が悪化し、9 世紀中ごろまで続いていた生産技術大系の変

容が看取できる。
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　今宿遺跡は、西武新宿線狭山市駅から北西へ直線距離にして約 2km の上広瀬地内に所在する。縄文時

代早期から中期及び奈良 ･ 平安時代の集落跡で、入間川左岸の通称入間台地上に立地する。標高は、遺跡

北西端で 67m、東端で 56m を測り、緩やかな傾斜が見られる。南側の段丘下位面との境は崖であり、比

高差は 12m を測る。周辺遺跡として、南西に上広瀬上ノ原遺跡、東に上広瀬古墳群が立地し、後者は、

今宿遺跡と一部重複する。本遺跡は、現在までに 31 次にわたる調査が行われており、検出された遺構は

住居跡 142 軒、掘立柱建物跡 40 棟、土壙 103 基、集石土壙 1 基、炉穴 1 基、溝 6 条、古墳 2 基である。

大半が奈良 ･ 平安時代のものであるが、縄文時代の遺構・遺物も検出される。
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第２図　今宿・霞ヶ丘遺跡第 2 次調査区位置図

（１）遺跡の概要

3　検出遺構と出土遺物
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　検出された遺構は、竪穴住居跡 8 軒、掘立柱建物跡 1 棟、土壙 45 基、溝跡 4 条である。出土した遺物は、

須恵器坏・皿 ･ 埦、土師器甕・台付甕で、8 世紀第 3 四半期～ 9 世紀第 3 四半期のものと推定される。

第 3 図　A・B 区遺構分布図
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　主軸方位で遺構を分けると、第 49 号住居跡と同様、西に 25 度程傾く A 群（SJ49・50・52・55・

56、SD1・2・3・4）と、ほぼ真北を向く B 群（SJ51・53・54、SB1）に分けられる。A 群の遺構は深

く造られ、遺物は古い。B 群の遺構は比較的浅く造られ、遺物は新しい。遺物の量は、第 52 号住居跡の

み突出して多い。8 世紀第 3 四半期から 9 世紀第 2 四半期の遺物が混ざって出土しているほか、柱穴が

第 4 図　Ｃ・Ｄ区遺構分布図
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確認できる等周辺住居跡よりしっかりした造りであることから、長く利用されていたと考えられる。

　掘立柱建物跡は総柱建物で、周辺遺跡では検出されておらず、珍しいものになる。

　土壙は N-45°-E 方向で直線的に並ぶように見えるのが F・G 区に在るが、互いの関連性を示唆する遺

物等は出土しなかった。

第 5 図　Ｅ・Ｆ区遺構分布図
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第 6 図　Ｇ区遺構分布図

　第 1 ～ 3 号溝跡は浅く、やや古い根切り溝とも考えられる。第 4 号溝跡のみ深く、断面は箱薬研状になっ

ている。区画溝として機能していた可能性が高い。また、同溝跡はＧ区南端で、第 23 次調査で検出した

溝跡と主軸方位をほぼ同じにして交差している。第 4 号溝跡の方が深い。新旧関係は不明。
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遺構 須恵器 土師器 遺構 須恵器 土師器 遺構 須恵器 土師器

第 49 号住居跡 636 808 第 53 号住居跡 730 564 第 4 号溝跡 76 0 

第 50 号住居跡 617 566 第 54 号住居跡 80 77 旧 SK2 0 26 

第 51 号住居跡 566 111 第 55 号住居跡 1,855 966 SB1 0 0 

第 52 号住居跡 3,648 3,000 第 56 号住居跡 38 259 

第 7 図　Ｇ・Ｈ区遺構分布図

　遺構別出土遺物量（須恵器・土師器） 単位：g
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　第 49号住居跡（第 4図）

　調査区 A のグリッド 4970・5070 に跨って検出された。北東に第 1 号溝跡がほぼ主軸を同じにして南

北に走る。平面形は東西に長い隅丸長方形、主軸方位は N-25°-W を示す。規模は、長軸長 4.40m、短軸

長 3.30m、深さ 0.47m であった。西壁中央に焼土がかなりの割合で分布していたため、旧カマドが所在

していた可能性がある。北西コーナーの床面直上から、須恵器坏１が正位で出土した。カマドは北壁やや

東寄りにあり、平面形は隅丸菱形を呈する。規模は、長軸長 1.30m、両袖間 1.10m、深さ 0.62m であった。

　出土遺物は須恵器と土師器がほとんどである。須恵器は 636g、土師器は 808g 出土した。1 は須恵器

坏である。覆土より出土した。やや内湾気味で、口縁の整形は丁寧にされている。2 は須恵器坏である。

A

A’

B

B’

D

D’

C

C’

1

4
5 10

9

C
C’

3
26 1    

75

9

8

A’A L=66.000m

B’
B

1

2

3

11

D D’

1:60

1:3

1 2 3

(SJ-49) 
 1 　暗褐色土　ローム、焼土粒子含む。
 2 　黒褐色土　ローム粒を含む。
 3 　暗褐色土　焼土粒を含む。
 4 　灰白色土　粘土を含む。カマドの天井
　　　　　　　崩落部分。
 5 　褐色土　　ローム粒、焼土粒を含む。
 6 　黄褐色土　焼土を含む。
 7 　黄褐色土　ローム粒を含む。
 8 　赤褐色土　焼土粒を多く含む。
 9 　赤褐色土　焼土、生焼けローム、
　　　　　　　粘土がブロック状になって堆積。
10　黄褐色土　ロームブロック、焼土粒を含む。
　　　　　　　軟質。
11　灰白色土　粘土。袖を形成していたもの。

第 8 図　第 49 号住居跡・出土遺物

ア　住居跡



―　15　―

覆土より出土した。胎土に粘土塊が多く含まれている。3 は須恵器坏である。覆土より出土した。焼成進

度の差が有るため、断面の色調がサンドイッチ状になっている。

　第 50 号住居跡（第 5 図）

　調査区 D のグリッド 5877 で検出された。南に第 51 号住居跡が所在する。平面形は東西に長い隅丸長

方形、主軸方位は N-27°-W を示す。規模は、長軸長 4.25m、短軸長 3.15m、深さ 0.25m であった。壁

溝は全周し、幅は平均 0.15m である。カマドは北壁中央にあり、平面形は卵形を呈する。規模は、長軸

長 0.80m、両袖間 0.57m で、深さは不明。撹乱によって大破している。中から川原石の支柱が出土し、

その上には土師器甕の破片が数点乗っていた。図面はほとんど推定線である。

　第 49 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 須恵器坏 13.3 7.8 9.6 3.6 95% 白色粒、小礫 良好 灰白 周辺回転ヘラ。爪先技法有。 東金子

2 須恵器坏 12.5 7.2 8.3 3.6 100% 白色粒、小礫 良好 灰 全面手持ちヘラ。部分的に爪先技法有。 東金子

3 須恵器坏 - (8.0) (8.6) - 40% 白色粒 良好 灰 周辺回転ヘラ。断面は灰→灰オリーブ→灰。 東金子

第 9 図　第 50 号住居跡・出土遺物
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　出土遺物の多くは、須恵器と土師器である。須恵器は 617g、土師器は 566g 出土した。1 は土師器坏

である。覆土より出土した。口縁外面に巡る沈線は、一部二重になっている。ヘラ削りは全体に粗い。2

は須恵器坏である。覆土より出土した。底部の中心が残存していないため、ヘラ削りが全面か周辺のみか

は特定できない。僅かに爪先技法の使用が確認できる。口縁部の一部に煤が付着している。3 は須恵器坏

である。覆土より出土した。ヘラ削りは体部の下端に及ぶ。4 は須恵器蓋である。覆土より出土した。擬

宝珠状ツマミの下端に爪を入れたようなくぼみがある。5 は鉄製環及び鋏具で、使用痕が認められる。

　第 51 号住居跡（第 6 図）

　調査区 D のグリッド 5977 で検出された。北に第 50 号住居跡が所在する。北西コーナーを中心とした

およそ半分が検出されている。おそらく平面形は隅丸方形を呈する。主軸方位は N-5°-W を示す。規模は、

長軸長 3.55m、短軸長 3.40m、深さ 0.04m であった。遺構の掘り込みは浅く、外郭線も朧であったが、

北西コーナーの床面直上から、須恵器坏１が、逆位で出土したことから住居と判断した。カマドは検出さ

れなかった。

　第 50 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 土師器坏 11.8 - - (3.5) 45% 白色粒、小礫 良好 にぶい褐 口縁部内外面に沈線が巡る。内面に煤付着。 -

2 須恵器坏 (13.8) 8.8 9.5 3.3 55% 砂粒（微砂質） 普通 灰 推定全面回転ヘラ。断面は灰→灰白→灰。 東金子

3 須恵器坏 14.4 8.4 8.0 3.6 40% 白色粒 良好 灰 全面回転ヘラ削り。 東金子

4 須恵器蓋 - - - (1.7) 5% 白色針状物質、砂粒 良好 灰 擬宝珠状ツマミ。 南比企

5 鉄製環及び鋏具 最大長 :47.0　最大幅 :41.0　最大高 :26.5　長さ :44.0　幅 :37.5　高さ :26.5　内径幅 :29.5

A

A’

B

B’

A A’L=66.400m

B
B’

1:60 1:3

1

2

第 51 号住居跡・出土遺物

第 10 図　第 51 号住居跡・出土遺物
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　第 51 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 須恵器坏 12.4 6.4 6.6 3.9 95% 白色粒、小礫 良好 灰 回転糸切り無調整。 東金子

2
須恵器

高台付甕
ー 8.4 7.8 (5.6) 30% 小礫、細砂 良好 灰褐色 貼付高台。高台は整形台に強く据付けていた痕有。 東金子

　出土遺物は須恵器と土師器がほとんどである。須恵器は 566g、土師器は 111g 出土した。1 は須恵器

坏である。覆土より出土した。底部の厚さが均一ではないため、水平に置くと口縁が傾く。体部はやや内

湾気味に作られている。2 は須恵器高台付甕である。覆土より出土した。高台は貼り付けられており、貼

付後の整形は丁寧。高台にはカエリが付いている。

　第 52 号住居跡（第 7・8 図）

　調査区 F のグリッド 6383・6384・6483・6484 に跨って検出された。南に第 53 号住居跡が所在する。

平面形は南北に若干長い隅丸方形、主軸方位は N-83°-E を示す。規模は、長軸長 5.05m、短軸長 4.94m、

深さ 0.36m であった。柱穴が 4 つ検出された。また、カマドは二つあり、一つは北壁中央に構築された

形跡があるものの、住居内構造物は取り払われていた。もう一つは東壁やや南寄りに有り、平面形は不整

楕円形を呈する。規模は、長軸長 1.04m、両袖間 0.90m、深さ 0.52m であった。カマド内より被熱した

ほぼ完形の須恵器蓋 14 がツマミを下にして出土した。

　出土遺物量は本調査中最多で、須恵器が 3,648g、土師器が 3,000g 出土した。1 は須恵器坏である。覆

土より出土した。底部には粘土塊が数箇所付着している。底部内面は丁寧に仕上げてある。2 は須恵器坏

である。覆土より出土した。底部から体部へと変わる部分で割れている。3 は須恵器坏である。カマドよ

り出土した。ヘラ削りが体部下位に及ぶが、範囲は狭い。4 は須恵器坏である。第 1 区の覆土より出土した。

底部が極めて薄い。また、ごく薄く火襷痕のようなものも観察できる。5 は須恵器坏である。カマドより

出土した。底部中心部が欠損しているため、ヘラ削りが全面か周辺のみか判別できない。所謂爪先技法の

施される部分は、棒状の器具で爪先様の鋭い溝の代わりに、扁平な溝が刻まれている。6 は須恵器坏であ

る。第 3・4 区の覆土より出土した。手持ちヘラ削りの範囲は一部の体部下位に及ぶ。7 は須恵器坏である。

第 3 区の覆土より出土した。8 は須恵器坏である。第 3 区の覆土より出土した。砂質。回転ヘラ削りは

体部下位に及ぶ。所謂爪先技法の施される部分は、棒状の器具で爪先様の鋭い溝の代わりに、扁平な溝が

刻まれている。9 は須恵器坏である。第 3 区の覆土より出土した。回転ヘラ削りは体部下位に及ぶ。底部

外面の磨耗が著しい。10 は須恵器坏である。カマドより出土した。二次焼成を受けている。11 は須恵器

坏である。第 3 区の覆土より出土した。内面のロクロ目はほとんど観察できない。12 は須恵器坏である。

第 3 区の覆土より出土した。回転ヘラ削りは体部下位に及ぶ。内面のロクロ目はほとんど観察できない。

13 は須恵器高台付坏である。第 1 区の覆土より出土した。14 は須恵器蓋である。カマドより出土した。

二次焼成を受けており、特に内面はよく焼けている。15 は須恵器蓋である。第 2 区の覆土より出土した。

16 は須恵器蓋である。第 2・3 区の覆土より出土した。17 は須恵器蓋である。第 2・3 区の覆土より出

土した。18 は須恵器蓋である。旧カマドより出土した。19 は須恵器蓋である。第 1 区の覆土より出土した。

天井部外面を少し削り込んでいる。20 は須恵器蓋である。第 1・4 区の覆土より出土した。粒子の細か

い胎土で、表面は粉を噴いた様になっている。外面は磨耗が進んでいる。内面のロクロ目は凹凸が顕著で

ある。21 は須恵器蓋である。覆土より出土した。22 は須恵器高坏である。第 3 区の覆土と床下より出
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第 52 号住居跡・出土遺物 (1)

(SJ-52) 
 1　暗褐色土　ローム粒と少量の粘土を含む。
 2　褐色土　　ローム粒、焼土粒を含む。
 3　赤褐色土　焼土。
 4　暗褐色土　ローム粒を含む。
 5　黄褐色土　ローム粒を多く含む。
 6　　〃　　　生焼けロームを含む。
 7　赤褐色土　レンガ状になった焼土を多く含む。

第 11 図　第 52 号住居跡・出土遺物（１）
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第 12 図　第 52 号住居跡出土遺物（２）
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　第 52 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 須恵器坏 13.5 9.2 8.8 3.5 80% 白・赤色粒 良好 にぶい橙 周辺回転ヘラ。断面は橙→灰黄→橙。 東金子

2 須恵器坏 14.4 9.7 9.9 4.1 90% 白・黒色粒、小礫 普通 灰白 全面手持ちヘラ。底部と体部の間で割れている。 東金子

3 須恵器坏 13.4 8.7 9.3 3.4 85% 黒色粒、細砂、小礫 普通 灰白 周辺回転ヘラ。内外面砂質。 東金子

4 須恵器坏 (14.2) (9.1) (9.2) (3.4) 40% 小礫 良好 灰白 周辺回転ヘラ。爪先技法有り。 東金子

5 須恵器坏 (15.1) (9.3) (9.5) 3.9 30% 白・黒色粒 普通 灰白 回転ヘラ削り。底部内面の外周に器具を当てた痕有り。 東金子

6 須恵器坏 (13.0) (9.1) (7.6) 2.9 25% 白・黒色粒 良好 灰 周辺手持ちヘラ。断面は灰→にぶい褐→灰。 東金子

7 須恵器坏 (12.9) (8.5) (8.8) - 10% 白・黒色粒、小礫 良好 灰白 周辺回転ヘラ削りか。 東金子

8 須恵器坏 (14.0) 8.8 8.8 4.2 60% 白色粒、細砂 良好 灰 周辺回転ヘラ。底部内面の外周に器具を当てた痕有り。 東金子

9 須恵器坏 (14.6) (8.4) (9.0) 3.5 40% 白色粒、細砂 良好 にぶい橙 周辺回転ヘラ。爪先技法有り。 東金子

10 須恵器坏 (13.0) (7.6) (7.6) 3.3 30% 白色粒 良好 灰 周辺手持ちヘラか。二次焼成を受けていて脆い。 東金子

11 須恵器坏 (13.6) (9.8) (9.4) 3.1 15% 白色粒 良好 灰白 周辺回転ヘラか。断面はにぶい橙→灰白→にぶい橙 東金子

12 須恵器坏 (13.6) (6.8) (9.4) 3.1 10% 白色粒・細砂 良好 灰 周辺回転ヘラか。内面は特に磨耗が激しい。 東金子

13
須恵器

高台付坏
(10.4) (6.0) (6.4) 6.0 40% 細砂・小礫 良好 灰 回転糸切り無調整。貼付高台。 東金子

14 須恵器蓋 17.3 4.4 1.2 3.4 100% 白・黒色粒、小礫 良好 灰白 貼付ツマミ。内面は二次焼成を受けている。 東金子

15 須恵器蓋 (12.5) - - - 30% 白色粒 良好 灰 カエリの内面側が外に開く。 東金子

16 須恵器蓋 (14.4) - - - 15% 白色粒 良好 灰白 カエリの内面に棒状器具を当てた痕有り。 東金子

17 須恵器蓋 - - - - 20% 白色粒 良好 灰白 ボタン状ツマミの周辺部が欠損している。 東金子

18 須恵器蓋 - 3.8 1.2 - 10% 白色粒、小礫 良好 灰 ボタン状ツマミ。 東金子

19 須恵器蓋 - 4.9 1.2 - 10% 白色粒 良好 黄灰 貼付ツマミ。貼付部分に棒状器具を当てた痕有り。 東金子

20 須恵器蓋 (15.7) - - - 20% 白・黒色粒、小礫 普通 灰白 粒子の細かい粉噴く胎土。外面は磨耗。 東金子

21 須恵器蓋 - 4.2 1.2 - 10% 白色粒 良好 灰 貼付ツマミ。貼付痕が断面から観察可能。 東金子

22 須恵器高坏 (22.4) - (21.6) - 35% 白・黒色粒、小礫 普通 灰 粒子の細かい胎土。内面に指紋由来のロクロ目有り。 東金子

23 土師器甕 (24.0) - - - 5% 黒雲母 良好 橙 口縁部の一部のみ、断面が橙→にぶい橙→橙。 -

土した。粒子の細かい胎土で、表面は粉を噴いた様になっている。内面のロクロ目がほとんど観察できな

い。ただし、指紋由来のロクロ目は見えるので、丁寧に凹凸を減らした結果と考えられる。口縁部外面の

整形が丁寧。一部に粘土塊が付着している。23 は土師器甕である。第 4 区の覆土より出土した。

第 53 号住居跡（第９図）

　調査区 F のグリッド 6483・6484・6583・6584 に跨って検出された。北に第 52 号住居跡が所在す

る。平面形は東西に長い隅丸長方形、主軸方位は N-5°-W を示す。規模は、長軸長 4.73m、短軸長 3.52m、

深さ 0.20m であった。床面はほぼ平坦で、壁溝は全周する。幅は平均 0.15m、深さは 0.05m であった。

床面直上から、須恵器坏１が出土した。カマドは北壁中央に有り、平面形は隅丸三角形を呈する。規模は、

長軸長 1.00m、両袖間 0.86m、深さ 0.38m であった。掘り方が焚口部分で確認できた。

　出土遺物は須恵器と土師器がほとんどである。須恵器は 730g、土師器は 564g 出土した。1 は須恵器

坏である。第 2 区の床直上と覆土より出土した。回転ヘラ削りが体部下位に及ぶ。2 は須恵器坏である。

　第 53 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 須恵器坏 13.4 8.4 9.0 4.1 70% 黒色粒 普通 灰白 周辺回転ヘラ。焼き歪み有り。 東金子

2 須恵器坏 (12.9) (7.4) (8.8) 3.1 40% 白・黒色粒 良好 灰白 周辺回転ヘラ。 東金子

3 須恵器坏 (13.0) (7.3) (9.2) 3.0 40% 白色粒 良好 灰 周辺回転ヘラ。爪先技法有り。内面の調整丁寧。 東金子

4 須恵器蓋 15.2 - - - 10% 白・黒色粒 普通 灰 ツマミ欠損。カエリの内面側が外に開く。 東金子
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第 2 区の覆土より出土した。黒色粒は墨に近い物質である。内面のロクロ目は極めて薄いが観察するこ

とは可能。3 は須恵器坏である。第 1 区の覆土より出土した。4 は須恵器蓋である。旧カマドより出土した。

　第 54 号住居跡（第 10 図）

　調査区 H のグリッド 7797・7898 に跨って検出された。北西に第 55 号住居跡が所在する。平面形は

東西に長い長方形、主軸方位は N-11°-W を示す。規模は、長軸長 3.58m、短軸長 2.24m、深さ 0.14m

であった。住居の掘り込みは浅く、かつ、住居西部に床面に達する大きな円形の撹乱を受けていたため、

遺存状態は悪かった。カマドは検出されなかった。

　出土遺物として僅かに須恵器が 80g、土師器は 77g 出土したものの、復元できる資料はなかった。　
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第 53 号住居跡・出土遺物

1:3

(SJ-53カマド) 
1　暗褐色土　ローム粒を含む。
2　赤褐色土　焼土を多く含む。
3　黒褐色土　生焼けロームを含む。
4　灰白色土　粘土。袖を形成していたもの。

第 13 図　第 53 号住居跡・出土遺物
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第 14 図　第 54 号住居跡

第 55 号住居跡（第 11 図）

　調査区 H のグリッド 7798 で検出された。南東に第 54 号住居跡が所在する。平面形は南北に長い隅丸

台形、主軸方位は N-62°-E を示す。規模は、長軸長 4.11m、短軸長 3.78m、深さ 0.43m であった。住

居北東部床面直上から土師器甕７が出土し、カマド前からは約 0.35m 床より浮いた状態で須恵器坏１が

正位で出土した。カマドは東壁やや南寄りに有り、掘方を含めると矢印状の平面形を呈する。規模は、長

軸長 1.29m、両袖間 1.20m、深さ 0.64m であった。

　出土遺物は須恵器と土師器がほとんどである。須恵器は 1,855g、土師器は 966g 出土した。1 は須恵

器坏である。覆土より出土した。歪んでおり、最大口径は 14.2cm である。煤が内外面に付着している。

欠損している断面部分にも付着しているため、打ち欠いた状態で使用していたものと考えられる。2 は須

恵器坏である。覆土より出土した。火襷痕が観察できる。1 本のワラを曲げ、両端を内面側に入れた状態

で焼成している。3 は須恵器坏である。第 3 区の覆土より出土した。断面の色調は、灰色ではあるものの

若干の差でサンドイッチ状になっている。4 は須恵器坏である。覆土より出土した。底部の中心が残存し

ていないため、ヘラ削りが全面か周辺のみかは特定できない。削りは丁寧。湖西からの搬入品か。5 は須

　第 55 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 須恵器坏 13.8 8.0 9.2 3.9 100% 小礫 普通 淡黄 周辺回転ヘラ。口縁は欠けた状態で使用されている。 東金子

2 須恵器坏 14.3 9.2 9.9 3.7 60% 白色針状物質、白色粒 良好 灰白 全面回転ヘラ。底部外面に線刻「×」有り。 南比企

3 須恵器坏 (14.0) (9.4) (9.0) 3.8 20% 白・黒色粒 良好 灰白 底部縁辺は角を作った後に、薄く隅切りを施している。 東金子

4 須恵器坏 - (10.0) (9.3) - 10% 小礫 普通 灰白 底部縁辺に明確な角を作っている。搬入品か。 -

5 須恵器蓋 - 3.9 0.8 - 30% 黒色粒、小礫 普通
にぶい黄

橙
貼付ツマミ。内面・断面磨耗している。 東金子

6 土師器甕 - 10.3 10.0 - 10% 白色針状物質・白色粒 普通 橙 貼付高台。貼付に粘土の小塊を多用している。 南比企

7 土師器甕 - (7.6) - - 15% 黒雲母 良好 にぶい橙 底部内面に僅かにハケ目有り。 相模

8 須恵器甕 - (19.4) - - 5% 白色粒、小礫 普通 淡黄 底部内面のヘラ削りが細かい。 東金子
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B
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1:60

第 54 号住居跡
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第 15 図　第 55 号住居跡・出土遺物（１）

恵器蓋である。第 1 区の覆土より出土した。ボタン状ツマミで、中心部分より周辺部分のほうが高く作

られている。柔らかい胎土のため、全体的に磨耗している。6 はロクロを使用せず、手捻りでつくられた

高台付の甕の底部である。覆土より出土した。高台の貼付に粘土塊を使用しており、配置した粘土塊を刺

突する事によって接着している。その後、指でなでているため、指紋由来の筋が高台接着部分を全周する。
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第 55 号住居跡・出土遺物 (1)

(SJ-55カマド) 
1　黒褐色土　ローム粒を含む。
2　灰褐色土　粘土。カマドの天井部。
3　赤褐色土　焼土を多く含み、生焼けロームも含む。
　　　　　　  よく焼けた薄い層が下面にあり。
4　暗褐色土　生焼けロームを含む。
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1:3

7

6

8

第 16 図　第 55 号住居跡出土遺物（２）

底部内面は撫でてあるが、最後に右拳ないし掌底で一突きしているため、内面に顕著なヒビと剥れが生じ

ている。7 は土師器甕である。カマドより出土した。内外面が磨耗している。底部付近の体部内面に微か

にハケ目が観察できる。8 は須恵器甕である。覆土 , 表土より出土した。底部付近の体部内面のヘラ調整

痕が細かい。
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　第 56 号住居跡（第 13 図）

　調査区 H のグリッド 7800 で検出された。北東にやや離れて第 54・55 号住居跡が所在する。平面形

は南北に長い隅丸台形で、主軸方位は N-70°-E を示す。規模は、長軸長 3.58m、短軸長 2.88m、深さ 0.35m

であった。床面は多くの撹乱を受けていて遺存状態は不良。壁溝はカマド部分を除いて巡り、幅は 0.23

～ 0.35m、深さは 0.05 ～ 0.09m であった。カマドは東壁南寄りに有り、平面形は東西に長い楕円形を

呈する。規模は、長軸長 1.20m、両袖間 0.70m、深さ 0.42m であった。カマド部分は特に撹乱が著しく、

ほぼ推定線となっている。

　出土遺物は少なく、須恵器が 38g、土師器が 259g 出土した程度である。1 は土師器甕である。第 1 区

と 3 区の覆土より出土した。2 は土師器甕である。第 2 区の覆土より出土した。整形時に水を多く含ん

だ粘土が垂れた痕が、口縁端部にある。

　第 56 号住居跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 土師器甕 (23.0) - - - 5% 雲母、白・黒・赤色粒 良好 橙 口縁部「く」字状。断面が橙→浅黄橙→橙。 -

2 土師器甕 (23.4) - - - 5% 雲母、白色粒 良好 明赤褐 口縁部「く」字状。 -
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第 56 号住居跡・出土遺物

(SJ-56カマド) 
1　暗褐色土　ローム粒を含む。
2　褐色土　　焼土粒を含む。
3　赤褐色土　焼土。
4　褐色土　　焼土粒を含む。
5　灰白色土　粘土。
6　灰褐色土　粘土の大きなブロックを含む。

第 17 図　第 56 号住居跡・出土遺物
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第 18 図　第 1 号掘立柱建物跡（１）

イ　掘立柱建物跡
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(SB-1) 
 1 　黒褐色土　ロームの小ブロックを含む。軟質。
 2 　褐色土　　硬質のシルト。
 3 　黒色土　　軟質のシルト。
 4 　暗褐色土　軟質のシルト。
 5 　黒褐色土　ローム粒を含む。
 6 　暗褐色土　ローム粒を含む。軟質。
 7 　褐色土　　ローム粒、ブロックを含む。硬質。
 8 　　〃　　　ローム粒を含む。軟質。
 9 　　〃　　　ローム粒、小ブロックを含む。軟質。
10　黄褐色土　ローム粒、ブロックを含む。硬質。
11　暗褐色土　ローム粒を含む。硬質。
12　黄褐色土　ロームブロックを多く含む。硬質。
13　褐色土　　ローム粒を多く含む。硬質。
14　　〃　　　ロームブロックを多く含む。硬質。
15　　〃　　　ロームブロックを含む。硬質。
16　　〃　　　ロームブロック・黒色土で構成されている。硬質。
17　黄褐色土　軟質のロームが主体。黒色土を少し含む。



―　27　―

第 19 図　第 1 号掘立柱建物跡（２）

　第 1 号掘立柱建物跡（第 14・15 図）

　調査区 G のグリッド 7190・7191・7290・

7291 に跨って検出された。当遺構を囲う形で

第 4 号溝跡が廻るが、主軸方位は異なるため、

関係性は不明。梁行 3 間、桁行 2 間の身舎で、

南面に庇がついている。庇部分の柱穴が貧弱な

ピット No. 長径 短径 深さ 柱根径
P1 74 68 75 43
P2 60 59 55 28
P3 107 81 97 33
P4 77 76 70 35
P5 82 76 65 42
P6 78 65 70 31
P6' - - - 22
P7 - - - -
P8 - - - -
P9 - - - 47

P10 - - - 32
P11 106 82 60 32
P12 84 83 62 22
P13 83 77 65 42
P14 108 59 60 -
P15 52 43 38 24
P16 34 - - 35
P17 61 56 76 33

ことから、身舎の

屋根をそのまま葺

き降ろしていない

可能性がある。主

軸方位は N-0°で

ある。身舎及び庇

の柱穴は布掘りで

穿たれており、各

柱穴の東西方向の

断 面 は、 ス ロ ー

プ 状 に な っ て い

るものが、いくつ

かあった。柱痕は

P1･2･4･5･6･10･

11･12･13･14･1

7 で確認できた。

P10 か ら は、 断

面図に記載されて

いないが、一部覆

土から粘土が検出

されている。遺物

は検出されなかっ

た。
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　土壙（第 16 ～ 23 図）は、一覧表のとおり、45 基検出された。このうち、第 12 号土壙は、第 1 号溝

と重複し、これを破壊している。第 14 号土壙は、第 2 号溝と重複し、これを破壊している。第 36 号土壙は、

第 1 号掘立柱建物跡と重複し、その覆土の一部を破壊している。

遺構名 調査区 グリッド 平面形 長軸 短軸 深さ
第 8 号土壙 A 4969 円形 1.32 1.26 0.21 
第 9 号土壙 A 4971 円形 1.38 1.30 0.42 

第 10 号土壙 C 5576 円形 1.29 1.24 0.20 
第 11 号土壙 C 5677/5777 円形に近い不整形 1.47 1.44 0.28 
第 12 号土壙 A 4869/4870 円形 1.35 1.31 0.44 
第 13 号土壙 E 6079 円形 1.00 0.96 0.13 
第 14 号土壙 E 5979 隅丸方形に近い円形 1.23 1.00 0.20 
第 15 号土壙 E 5979 円形 1.14 1.12 0.21 
第 16 号土壙 E 5879/5979 楕円形 1.26 1.11 0.26 
第 17 号土壙 E 6080 楕円形 1.22 0.96 0.11 
第 18 号土壙 E 6381 円形 1.05 0.98 0.10 
第 19 号土壙 F 6584 円形 1.11 1.05 0.11 
第 20 号土壙 F 6684 円形 1.26 1.25 0.22 
第 21 号土壙 F 6685 円形 1.14 1.05 0.29 
第 22 号土壙 F 6685 円形に近い不整形 1.02 0.93 0.10 
第 23 号土壙 F 6785 円形に近い不整形 1.05 0.93 0.25 
第 24 号土壙 G 6786 楕円形 1.17 1.08 0.14 
第 25 号土壙 G 6786/6886 円形 1.00 0.96 0.12 
第 26 号土壙 G 6888 隅丸方形 1.02 0.95 0.11 
第 27 号土壙 G 6988 隅丸方形に近い円形 0.90 0.87 0.11 
第 28 号土壙 G 7089 円形 1.00 0.93 0.25 
第 29 号土壙 G 7090 円形 1.02 0.93 0.26 
第 30 号土壙 G 7189 楕円形 1.18 1.14 0.45 
第 31 号土壙 G 7090/7190 円形 0.91 0.87 0.13 
第 32 号土壙 G 7090 円形 0.96 0.95 0.12 
第 33 号土壙 G 7190 円形に近い不整形 1.20 1.17 0.15 
第 34 号土壙 G 7190 円形に近い不整形 0.80 0.78 0.15 
第 35 号土壙 G 7190 楕円形 1.08 0.99 0.16 
第 36 号土壙 G 7291 楕円形 1.11 1.05 0.25 
第 37 号土壙 G 7494 円形 0.96 0.87 0.23 
第 38 号土壙 G 7395/7495 円形 1.26 1.25 0.41 
第 39 号土壙 G 7291 円形 1.40 1.28 0.45 
第 40 号土壙 G 7494 楕円形 0.71 0.61 0.15 
第 41 号土壙 F 6685 楕円形 1.28 1.08 0.20 
第 42 号土壙 F 6785 隅丸方形に近い円形 1.35 1.32 0.20 
第 43 号土壙 A 4970 円形 1.08 1.05 0.11 
第 44 号土壙 A 5071 円形 1.16 1.14 0.18 
第 45 号土壙 C 5776 円形 1.19 1.02 0.15 
第 46 号土壙 G 6987 円形 1.26 1.16 0.16 
第 47 号土壙 G 6987 楕円形 1.30 0.96 0.35 
第 48 号土壙 G 6988 円形 1.23 1.09 0.20 
第 49 号土壙 G 7090 円形 1.14 1.08 0.24 
第 50 号土壙 G 7190 円形 1.24 1.20 0.35 
第 51 号土壙 G 7291 円形 1.35 1.28 0.29 
第 52 号土壙 G 7292 円形に近い不整形 0.87 0.83 0.34 

　検出土壙一覧表 （単位：cm）

ウ　土壙
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第 20 図　土壙（１）
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第 21 図　土壙（２）
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第 22 図　土壙（３）
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　第 1 号溝跡（第 3 図）

　調査区Aのグリッド4770・4870・4869・4969に跨って検出された。第12号土壙に一部破壊されていた。

隣接する第 49 号住居跡と主軸方位が一致する。遺物は検出されなかった。

　第 2 号溝跡（第 4 図）

　調査区 E のグリッド 5878・5978・5979 に跨って検出された。第 14 号土壙と重複しており、これに

破壊される。非常に浅い溝で、隣接する調査区 D では、検出することが出来なかった。また、遺物も検

出されなかった。

　第 3 号溝跡（第 5 図）

　調査区 F のグリッド 6685・6686・6785 に跨って検出された。距離は多少離れているが、第 1 号溝跡

と主軸方位がほぼ一致する。遺物は検出されなかった。

　第 4 号溝跡（第 6 図）

　調査区 G のグリッド 7293・7392・7293・7492・7493 に跨って検出された。北東及び南西角で検出

された二つの溝跡であるが、幅や深さが同規模かつ覆土がほぼ一致していたため、同じ区画溝跡とした。

主軸方位は、他の溝跡とほぼ一致する。グリッド 7492 で、第 4 号溝跡の南辺が、第 23 次調査で検出さ

れた区画溝跡の北辺と交わり、完全に重複する形でこれを破壊している事が分かる。

　第 4 号溝跡　出土遺物観察表

No. 器　　種 口径 底径 内底径 器高 残存率 胎　　　　土 焼成 色調 特　　　徴 産地

1 須恵器坏 (12.5) (7.0) (6.8) 3.4 45% 白色粒、細砂 良好 灰 底部糸切無調整。 東金子

第 23 図　第１～４号溝断面図・第 4 号溝跡出土遺物
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　第 50 号住居跡出土鉄製環及び鋏具は、出土後の劣化が進行しており、通常の実測作業に耐えうる状況

ではなかったので、株式会社武蔵文化財研究所に委託し、以下の通り保存処理を行った。

　（１）処理前の記録１

　　処理前の記録は 2 回に分けて行った。

　　処理前の記録 1 は、通常の写真撮影を行った。

　（２）初期クリーニング

　　土などの不純物を蒸留水およびアルコール類で洗浄した。

　（３）処理前の記録 2

　　処理前の記録 2 は、1 点毎にⅩ線透過写真撮影を行った。

　（４）錆取りクリーニング

　　Ｘ線透過写真を見ながら保存上で不要と思われる錆を除去した。

　（５）脱塩処理

　　脱塩処理は資料にあった方法を選択し、可能な限り塩化物を除去した。その際に資料の変色等には充

　分に注意をはらった。

　（６）合成樹脂含浸

　　合成樹脂はアクリル樹脂とし、資料の脱塩と乾燥が終了した後に減圧含浸を行った。

　（７）接合・復元・補彩

　　合成樹脂含浸終了後、必要に応じて資料の接合・復元・補彩を行った。なお、破損が著しいものにつ

　いては脱塩処理前に接合等を行った。

　（８）個別梱包

　　接合等が終了した資料は、専用の容器を作成して梱包した。梱包には R Ｐシステムで資料梱包内に

　酸素がない状況を作るようにした。
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